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Abstract

This study explores how the GIGA School Project proposed by the 

MEXT is recognized by pre-service teachers. We plan to examine the 

possibilities of using such ICT devices as tablets and laptops in 

English class with the college students who aim to become English 

teachers in the near future. This is because the GIGA school project 

has just begun in earnest recently and the survey with the in-service 

teachers is premature. The participants of this study were 29 pre-

service teachers in a private college in Japan. We developed a 

questionnaire consisting of 29 items to investigate their opinions 

about English classes using ICT devices and their beliefs about 

teaching English. The analysis of the data revealed that pre-service 

teachers had ideas of using ICT devices for the activities that were 

difficult to conduct in a traditional English class such as recording 

students’ performance or drills to improve students’ pronunciation 

skills. An interesting interaction between beliefs on English learning 

and the use of ICT devices was found as well.

１．はじめに

　2019年、中国武漢に端を発した新型コロナウイルス感染症（COVID-19）

の世界的流行（パンデミック）は、アルファ株から始まりオミクロン株など
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数多くの変異種が出現する中で収束の見込みが未だ見通せない。小中高等学

校の一斉休校や学級閉鎖が相次ぐ中で、教育界にとって数少ない朗報となっ

たのが、奇跡的に短期に開発された mRNA メッセンジャー型ワクチンによ

る学校再開と文部科学省が推進する GIGA スクール構想（Global and 

Innovation Gateway for All、以下 GIGA と省略）である。GIGA は以

前から計画されていたものであったが、この新型コロナウイルス感染症の影

響により前倒しで2021年４月から全国的に実施された。これまで学校教育の

デジタル化の早期実現が望まれていた中、遅々としてすすまなかった ICT

の導入がコロナ禍を背景に一気に前進した様相である。ただし、学校現場の

準備が整わないうちに導入された経緯から、教室で iPad やパソコンをどの

ように活用するのかはこれからの課題となっている。これまでの「石橋を叩

いて渡る」教育行政からの大転換である。本論文は未来の教師である教職課

程受講者を対象にした調査を通してこの「大転換」にはどのような意味があ

るのか、すなわち、ICT は英語教育にどのような可能性をもたらすのかを

探求することを目的としている１。

２．研究の背景と研究課題

　「生きる力」を軸とする新学習指導要領（文部科学省、2017、2018）によ

り、文部科学省は学習者の資質能力の向上を目指した教育を強力に推進しよ

うとしている。中学校では2021年度より、高等学校では2022年度より新学習

指導要領に依拠した検定教科書を利用する。英語科に関しては、指導語彙数

の増加（中学校で1200語から1800語へ、高等学校では2200語から2800語、小

学校からの累計では5000語を指導）や高校卒業時での英語運用能力を CEFR

（ヨーロッパ言語共通参照枠）スケールでＢ２（TOEIC 換算で785点２）に

設定している。これまで以上に英語科の授業内容が大きく変革することが期

待されている。

　この変容の中でも特に注目されるのが学習者の個人差である。現状でも中
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高等学校の教室内の英語達成度や学習意欲の生徒間格差は大きいが、学習内

容がより高度かつ広範囲になり学習目標が引き上げられる中では、生徒間格

差は更に拡大することが容易に想像される。これまで学校現場においては、

個人差が拡大する、特に中学で数学や英語に限って能力別小クラスを導入す

る自治体が多く見られた。例えば、教員の加配を増やすことにより、２クラス

を３クラスに分割し、能力別に１～３のクラスに生徒を配分するのである３。

この少人数・能力別小クラスには一定の効果が期待されるものの、時間割の

複雑化を招くと同時に予算の関係上どの都道府県のどの学校でも実施可能と

いうわけにはいかない。その点、生徒一人一人がタブレットを持つことは、

一人一人が仮想空間の異なるクラスで学ぶ、究極の教室内個人学習を可能に

するようなものである。

　しかし、タブレットさえ与えれば問題は解決するわけではない。パソコン

を返して紙と鉛筆で授業をしたい（杜師、嶋崎、2022）というのは現場教師

の本音かもしれない。またスマートフォンなど ICT の多用が脳に与える影

響についての懸念もある（ハンセン、2020）。恐らく全てを GIGA で置き換

えるのではなく、従来型の英語教育に組み入れる形での ICT 利用が望まれ

るのであろう。とすれば、具体的にはどのような活動が GIGA によって導

入されるべきなのか。以上述べた研究背景をもとに本研究は以下、２点の研

究課題を設定する。

　研究課題（１）未来の教師は GIGA スクール構想に対してどのような考

えを持っているのか。具体的には GIGAスクールでどのようなアクティビティ

を実現したいと考えているか。

　研究課題（２）英語教師としての Belief と GIGA スクール構想にはどの

ような関連性があるのか。
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３．研究方法

３．１　概略

　関西にある女子大学の学生を対象に、GIGA に関する質問紙を作成し研

究調査を実施した。

３．２　質問紙の開発と構成概念妥当性

　質問紙作成にあたり、事前にMackey and Gass（2016）により、妥当性・

信頼性についての知見を得た後、武藤ら執筆者全員で構成概念の検討をおこ

なった。その結果、１）調査協力者自身が英語の授業の中で実施したいと思

うアクティビティ、２）教師としての信念、３）個人の性格・適性・能力、

の３項目を構成概念とし、多くの質問プールから筆者間の議論とパイロット

スタディにより全30項目の質問項目を設定した（表１）。

　質問紙においては、まず、Part Aとして具体的なアクティビティ（＝何を）

とそのためのツール（＝どのように）を含めた計15の例を示し、調査協力者

がそれを GIGA において実際にどの程度行いたいかについて尋ねた。次に、

Part B では調査協力者が英語教師になったときを想定し、授業を行ううえ

で何を重要視するかその信念（Belief）について、「英語学習では」で始ま

る計10件の質問をした。また、Part C には調査協力者自身のバックグラウ

ンドとして ICT 利用の自己評価項目など５問を設けた。各設問の回答には

６段階の間隔尺度（Likert-scale）を使用した（１に近いほど「全然そう思

わない」、６に近いほど「とてもそう思う」、または、１に近いほど「全然当

てはまらない」、６に近いほど「よく当てはまる」）。質問紙は Google 

Forms 上で作成、日本語で表記し、調査協力者が自身のスマートフォンを

使い回答できるよう QRコードを生成した。
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３．３　調査協力者

　本研究の調査協力者は計29名で全員が女性、内訳は23名が２・３年次生、

６名が４年次生である。調査協力依頼期間は2021年12月下旬から2022年１月

上旬の間で、英語英文学科学生を対象とした教職科目「英語科教科教育法Ｂ」

表１　質問紙の概略

No. 質問のカテゴリー 質問内容

Ｑ１ 実現したいアクティビティ タブレットで単語小テスト

Ｑ２ 実現したいアクティビティ タブレットで Show & Tell

Ｑ３ 実現したいアクティビティ オンライン辞書で単語検索

Ｑ４ 実現したいアクティビティ タブレットの録音機能で発音練習

Ｑ５ 実現したいアクティビティ 学習支援アプリで英文法の学習

Ｑ６ 実現したいアクティビティ ポッドキャストでリスニング練習

Ｑ７ 実現したいアクティビティ インターネットを使って人物やテーマの背景をリサーチ

Ｑ８ 実現したいアクティビティ アプリケーションで本文の読解速度（WPM, Words Per Minute）の計測

Ｑ９ 実現したいアクティビティ Wordを使って英文の感想を記入

Ｑ10 実現したいアクティビティ タブレットでプレゼンなどのパフォーマンスを録画

Ｑ11 実現したいアクティビティ タブレットで生徒同士によるメールのやりとり

Ｑ12 実現したいアクティビティ オンライン会議ツールで海外の生徒との交流

Ｑ13 実現したいアクティビティ アプリケーションを使って毎回の授業の振り返りを記入

Ｑ14 実現したいアクティビティ 学校クラウドを使って教員からの英作文フィードバック

Ｑ15 実現したいアクティビティ オンラインアンケート機能の利用

Ｑ16 英語教師としての信念 「異文化理解」が重要

Ｑ17 英語教師としての信念 「実際に使われている英語の学習」が重要

Ｑ18 英語教師としての信念 「受験のための英語学習」が重要

Ｑ19 英語教師としての信念 「流暢さ」が重要

Ｑ20 英語教師としての信念 「リーディング力の向上」が重要

Ｑ21 英語教師としての信念 「スピーキング力の向上」が重要

Ｑ22 英語教師としての信念 「リスニング力の向上」が重要

Ｑ23 英語教師としての信念 「ライティング力の向上」が重要

Ｑ24 英語教師としての信念 「正確さ」が重要

Ｑ25 英語教師としての信念 「英文法のマスター」が重要

Ｑ26 個人の性格・適性・能力 グループよりもひとりで学習する方が好きだ

Ｑ27 個人の性格・適性・能力 ICT操作が得意な方だ

Ｑ28 個人の性格・適性・能力 クラスルームマネジメントに自信がある方だ

Ｑ29 個人の性格・適性・能力 大学卒業後、小中高の教員になるつもりだ

Ｑ30 個人の性格・適性・能力 GIGAスクール構想によって英語教育の質が向上すると思う
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を受講している２・３年次生及び教職課程を履修している若本ゼミ４年次生

に対し調査研究への協力を求めた。

３．４　手順

　調査は Google Forms 及び manaba（調査協力の呼びかけとともに QR

コードの提示が目的）を利用し、研究倫理にも十分配慮して授業外に実施し

た。回答は無記名、調査協力者へ研究調査の趣旨、収集情報の取り扱いにつ

いて記載された用紙を配布し、口頭でも簡略に説明した。調査への参加意思

は調査協力者の自由意思に任せられることや調査が成績に一切関連のないこ

とを確認したうえで質問紙への回答を依頼した。調査に要した時間は３分程

度であった。回答を収集し、データの研究利用に同意した者の回答を有効と

し、結果として29名全員から同意が得られた。結果分析には SPSS Version 

27.0を使用した。

４．結果と考察

４．１　信頼性

　はじめに、Cronbach’s Alphaを利用して質問紙の信頼性を算出した（表

２）。

表２　信頼性（Cronbach’s Alpha）

Cronbach’s Alpha N of Items

0.84 30

Note. N＝29.

　質問紙としては妥当な高さの信頼性を確保していることが確認できた。
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４．２　記述統計

　次に記述統計を示す。質問紙では、６件法の間隔尺度を用いており、Part 

Aにおいては、全ての項目の平均値が中間値の3.5ポイント以上であったため、

さらに細かく分類した。平均値が4.75ポイント以上は該当活動についての肯

定度が非常に高く、4.75ポイント以下3.5ポイント以上の場合は肯定度がや

や高いことを示す。

　表３は、タブレットを用いることで実現可能となるアクティビティがより

好まれている傾向にあることを示している。特にＱ４やＱ12、Ｑ10はタブレッ

トの利点を最大限に活かした活動と判断できる。

表３　授業で行いたいと思う度合いが特に高い活動（M ＞4.75）

No. 質問内容 Min Max M SD

Ｑ15
Google フォームズなどのオンラインアンケート機能

を使いたい
3 6 5.24 1.09

Ｑ４ タブレットの録音機能を使って、発音確認をさせたい 2 6 5.21 0.98

Ｑ12
Zoomなどのオンライン会議ツールを使って、海外の

生徒たちとの交流を深める活動をさせたい
2 6 5.17 1.00

Ｑ10
タブレットを使って、プレゼンテーションなどのパ

フォーマンスを録画させたい
2 6 4.97 1.18

Ｑ５
学習支援アプリを使って、英文法の学習に取り組ませ

たい
2 6 4.90 1.26

Ｑ８
アプリケーションを使って、本文の読解速度（WPM, 

Words Per Minute）の計測をさせたい
3 6 4.90 1.18

Ｑ６
ポッドキャスト（Podcast）を使って、リスニング練

習をさせたい
2 6 4.86 1.06

Ｑ14
学校クラウドを利用して、教員からの英作文フィード

バックを行いたい
2 6 4.86 1.25

Ｑ７
単元の導入でインターネット（タブレット）を使って、

人物やテーマの背景を調べさせたい
2 6 4.79 1.24

Note. N＝29.
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　一方、表４ではいわゆる従来型の活動が主に含まれている傾向が見られた。

例えば、Ｑ３やＱ９、Ｑ13はタブレットを使わずとも、紙媒体で行うことが

可能である。

表４　授業で行いたいと思う度合いがやや低い活動（M ＜4.75）

No. 質問内容 Min Max M SD

Ｑ３ オンライン辞書を使って、単語検索をさせたい 2 6 4.00 1.58

Ｑ11
タブレットを使って、生徒同士で英語でのメールのや

り取りをさせたい
1 6 4.07 1.75

Ｑ９
Microsoft Word を使って、英文を読んだ感想を書

かせたい
1 6 4.14 1.51

Ｑ１ タブレットを使って、単語小テストを行いたい 1 6 4.17 1.63

Ｑ13
アプリケーションを使って、毎回の授業の振り返りを

書かせたい
1 6 4.45 1.38

Ｑ２ タブレットを使って、Show & Tellをさせたい 1 6 4.52 1.35

Note. N＝29.

　さらに、参加者による回答結果の分散について詳しく確認するために、

Boxplot（箱ひげ図）を用いて Part A の結果を示す（図１、質問項目内容

については表１を参照）。参加者が授業で行いたいと思う度合いが特に高い

活動ほど Boxplotの最低ラインも低く、２あるいは３（「そう思わない」「あ

まりそう思わない」）が最低となった。一方、支持が比較的低い活動につい

ては、参加者が選んだ最も低い尺度に１（「全然そう思わない」）が含まれ、

箱ひげの幅も広くなっている。参加者が選んだ尺度から、強い支持を得られ

たアクティビティと、ある程度の支持に留まったアクティビティの差がはっ

きりと表れていること、と同時に外れ値が示すように参加者全体とは異なる

考えを持つ者が存在する質問項目も注目すべき点である（例、Ｑ４、Ｑ12、

Ｑ13、Ｑ15）。
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図１　Part A における尺度分散

　次に Part Bの結果を示す（表５、６）。４技能の重要性に関しては、スピー

キング、リスニング、ライティングそしてリーディングの順、その中でもス

ピーキングは突出して重要度の認識が高かった。また、英語の実際の使用を

想定した学習も重要だと考えられている（表５）。

　一方、重要性の認識が比較的低い項目に関しては、４技能を兼ね備えるこ

とを前提とする項目が散見される（表６）。特に、Ｑ19の流暢さやＱ24の正

確さは、４技能が基盤にあり、重要度が上位には及ばない位置付けになって

いるのではないだろうか。また、受験勉強としての英語学習（Ｑ18）がそれ

ほど重視されていないことは、異文化理解や実用的な英語を学ぶことが重要

視されていることの裏返しではないかと考えられる。
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表５　授業において重視する度合いが特に高い項目（M ＞4.75）

No. 質問内容 Min Max M SD

Ｑ21
英語学習では、スピーキング力を高めることが重要で

ある
4 6 5.48 0.69

Ｑ16 英語学習では、異文化を理解することが重要である 3 6 5.41 0.82

Ｑ22
英語学習では、リスニング力を高めることが重要であ

る
4 6 5.41 0.73

Ｑ17
英語学習では、実際に使われている英語を学習するこ

とが重要である
4 6 5.38 0.82

Ｑ23
英語学習では、ライティング力を高めることが重要で

ある
4 6 5.07 0.75

Ｑ20
英語学習では、リーディング力を高めることが重要で

ある
3 6 5.03 0.94

Note. N＝29.

表６　授業において重視する度合いがやや低い項目（M ＜4.75）

No. 質問内容 Min Max M SD

Ｑ19 英語学習では、流暢さが重要である 2 6 4.17 1.10

Ｑ18
英語学習では、受験のための英語を学ぶことが重要で

ある
2 6 4.24 1.02

Ｑ24 英語学習では、正確さが重要である 3 6 4.41 1.02

Ｑ25
英語学習では、英語の文法をマスターすることが重要

である
3 6 4.52 1.02

Note. N＝29.

　参加者自身についての自己評価（Part C）については、GIGA に対する

肯定的な参加者が多かった（Ｑ30、表７）。

　その分布を詳細に検討すると、29人中26人が GIGA を肯定的に捉えてい

ることが明らかになった（図２）。
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表７　Part C の質問内容に関する結果

No. 質問内容 Min Max M SD

Ｑ30
私は GIGA スクール構想によって、英語教育の質が

向上すると思う
2 6 4.72 1.03

Ｑ26 私はグループよりもひとりで学習する方が好きだ 2 6 4.34 1.34

Ｑ27 私は ICT 操作が得意である 1 6 3.66 1.34

Ｑ28 私はクラスルームマネジメントに自信がある 2 6 3.48 1.09

Ｑ29 私は大学卒業後、小中高の英語の教師になろうと思う 1 6 3.41 1.84

Note. N＝29.

図２　GIGA についての認識
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表８　教師志望度による実現させたいアクティビティの比較

教師志望が強いグループ 教師志望が弱いグループ

n＝13 n＝16

M SD M SD

Ｑ12 5.38 0.76 5.00 1.15

Ｑ４ 5.15 1.28 5.25 0.68

Ｑ15 5.15 1.14 5.31 1.07

Ｑ10 5.08 1.11 4.87 1.25

Ｑ14 4.92 1.11 4.81 1.37

Ｑ７ 4.92 1.11 4.69 1.35

Ｑ２ 4.85 0.98 4.25 1.57

Ｑ８ 4.77 1.23 5.00 1.15

Ｑ５ 4.77 1.42 5.00 1.15

Ｑ６ 4.69 1.32 5.00 0.81

　次に、Part C のＱ29の回答（表７）をもとに参加者を教員志望か否かに

分け、それぞれが実現させたいと考えるアクティビティ（Part A の質問項

目を参照）を比較した（表８）。教員を志望する参加者とそうでない参加者

では、実現させたいアクティビティに違いが見受けられた。教員志望の強い

参加者はタブレットをプレゼンテーションや Show＆ Tellに用いたアクティ

ビティ（Ｑ２：M ＝4.85／4.25）に対して高い実施意欲を示し、教員志望

度の低い参加者は、オンラインアンケート機能（Ｑ15：M ＝5.31／5.15）

やポッドキャストを使用したアクティビティ（Ｑ６：M ＝5.00／4.69）を

支持していた。
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　また、Part C において、ICT 操作に関して尋ねた（図３）。GIGA が有

用に作用するためには教員の ICT 操作能力は英語運用能力と同様に重要で

あるが、29人中13人が ICT 操作を不得意だと回答している。参加者のおよ

そ半数が、GIGA に必要不可欠な ICT の操作に対して自信がないことが明

らかになった。

図３　ICT 運用に対する自己評価

　同志社女子大学英語英文学科では、情報系科目履修が必須となっており（１

年次「英語情報処理演習Ⅰ」）、大学における教育研究に必要な Word・

Excel・PowerPointなどのソフトウエアの使い方や必要最小限のコンピュー

タ機能を学ぶ機会が提供されている。しかし、教師になる際に役立つ教室内

での ICT 操作などは学習内容に含まれていない。学生は PowerPoint 等の

使用には慣れていても、例えば、アダプターを使ってコンピュータをプロジェ

クタに接続することや、学校クラウドの仕組み・管理といった方法に対して
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は無知に近い。さらに、教師として教育現場で生徒にタブレットの使い方を

教える必要性を想定するならば、大学においてもある程度の知識・スキルを

習得しておくべきではないだろうか。教職課程必修のコンピュータ関連科目

内容を、単なるコンピュータ操作から ICT 全般に対する操作スキルを身に

つけるものにアップデートしてゆくことの検討も、今後必要となるであろう。

４．３　相関関係

　まず、データの正規性を確認するためコルモゴロフ・スミルノフ

（Kolmogorov-Smirnov）検定を用いて正規性を確認した。全ての質問項

目において正規性の帰無仮説が棄却された（有意水準を p＝ .05に設定）。

　次に、授業で行ってみたい活動と未来の教師としての英語学習に対する信

念の関係性について考察する。データの正規性を確認できなかったため、ノ

ンパラメトリック手法として Kendall’s tau を用い、授業で行いたいと思

う活動（Ｑ1-15）と GIGAに対する姿勢（Ｑ30）の相関関係を算出した（表

９）。強い相関がみられた項目は、Ｑ４、Ｑ14、Ｑ10である。特にＱ４とＱ

10に関しては、まさに GIGA によって実現可能となる特徴的な活動である。

表９　授業で行いたいと思う活動とＱ30の関係

No. 質問内容 Ｑ30

Ｑ４ タブレットの録音機能を使って、発音確認をさせたい 0.40＊

Ｑ14
学校クラウドを利用して、教員からの英作文フィードバック

を行いたい
0.38＊

Ｑ10
タブレットを使って、プレゼンテーションなどのパフォーマ

ンスを録画させたい
0.33＊

Note. Ｑ30：私は GIGAスクール構想によって、英語教育の質が向上すると思う。

N＝29
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したがって、GIGAによって英語教育の質を高められると考える参加者ほど、

タブレットを用いて発音確認やプレゼンテーションなどのパフォーマンス活

動を取り入れたいと考えていることが明らかになった。

　Part Bで授業を行う際にスピーキングを最も重視するという回答が多かっ

たことから、GIGA によって英語教育が向上すると考える人は、スピーキ

ングも重視する傾向にあるのかという点について検証する。こちらも

Kendall’s tau を用いて相関を算出したところ、相関は非常に低かった（表

10）。

表10　Ｑ21とＱ30の関係

No. 質問内容 Ｑ21

Ｑ30
私は GIGA スクール構想によって、英語教育の質が向上す

ると思う
0.05

Note. Ｑ21：英語学習では、スピーキング力を高めることが重要である。

N＝29

　しかし、クロス集計表で表すと（表11）、両質問とも「そう思う」や「と

てもそう思う」といった回答が非常に多いことが明らかになった。相関関係

自体は低いものの、どちらも重要視されているといえるだろう。

　クロス集計の結果から、GIGA（Ｑ30）や授業においてスピーキング（Ｑ

21）を重視する傾向がみられた。参加者がこれらを重視していることから、

スピーキングに重きを置く参加者は活動の面でもスピーキングを重視するの

かという設問について検証する。Part A の授業で行いたいと思う活動の中

に含まれるスピーキング活動（表１）としては、Show & Tell（Ｑ２）、録

音機能を使った発音確認（Ｑ４）、プレゼンテーションなどのパフォーマン

ス（Ｑ10）、そして Zoomなどを用いて海外の生徒と交流する（Ｑ12）といっ
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表11　Ｑ21とＱ30の関係（クロス集計表）

Ｑ21/ Ｑ30
全然そう

思わない

そう

思わない

あまりそう

思わない

やや

そう思う
そう思う

とても

そう思う
Total

全然そう思わない 0 0 0 0 0 0 0

そう思わない 0 0 0 0 0 1 1

あまりそう思わない 0 0 0 0 1 1 2

ややそう思う 0 0 0 2 2 4 8

そう思う 0 0 0 1 3 7 11

とてもそう思う 0 0 0 0 3 4 7

Total 0 0 0 3 9 17 29

Note. N＝29.

た活動が挙げられる。

　Kendall’s tau を用いて相関を算出した結果、有意な相関がみられた項目

としてＱ４が明らかになった（r ＝ .37）。授業においてスピーキングを重視

する人ほど、発音確認させるアクティビティを取り入れたいと考えているこ

とがわかる。Ｑ10やＱ12に関しては、記述統計（表３）では授業で行いたい

活動として挙げられていたがスピーキングに対する認識とは関連性は薄い。

また、唯一、Ｑ２の結果が負の相関を示した（表12）。Ｑ２はスピーキング

活動ではあるものの、授業内で行いたいと思う度合いのやや低い活動であっ

たことが記述統計（表４）でも明らかになっており、負の相関の原因の可能

性がある。この理由として、学生が Show & Tell という活動へ親しみがな

い、一人一人行うとなると時間がかかる、あるいは他のアクティビティより

も教師として生徒を評価するという要素が強く感じられるため難しいといっ

た点が推測される。
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表12　スピーキングに対する認識と授業で行いたいスピーキング関連活動

No. 質問内容 Ｑ21

Ｑ４ タブレットの録音機能を使って、発音確認をさせたい 0.37＊

Ｑ12
Zoomなどのオンライン会議ツールを使って、海外の生徒た

ちとの交流を深める活動をさせたい
0.12

Ｑ10
タブレットを使って、プレゼンテーションなどのパフォーマ

ンスを録画させたい
0.01

Ｑ２ タブレットを使って、Show & Tellをさせたい -0.18

Note. Ｑ21：英語学習では、スピーキング力を高めることが重要である。

N＝29

４．４　研究課題１への回答

研究課題（１）未来の教師は GIGA スクール構想に対してどのような考え

を持っているのか？具体的には GIGA スクールでどのようなアクティビティ

を実現したいと考えているか。

　GIGA に関しては、ほとんどの学生が「英語教育の質が向上する」と賛

成の意見を示しており（表７、図２）、この結果は未来の教師たちの GIGA

に対する肯定的な姿勢を示唆している。質問紙調査の「具体的な授業の中で

実現させたいアクティビティに関する項目」においても、提案したアクティ

ビティ15項目すべてに対する調査協力者の積極的な姿勢が明らかとなり、特

に９項目では特に高い実施意欲（M＞4.75）がうかがえた（表３）。

　上記９項目に共通する特徴は、従来の授業の中では実現が困難なアクティ

ビティであることと考えられる。未来の教師たちは、従来型授業では実施困

難であったアクティビティを GIGA で実現させようとしているようだ。例

えば、調査協力者に最も高く支持された「オンラインアンケート機能」は、
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従来の授業であれば、紙ベースでの実施に限られ、準備や集計にも時間のか

かるものであった。その点において、Google Forms などのオンラインア

ンケート機能は、専用アドレス（または QR コード）にアクセスするだけ

で回答ができるため、より気軽に、かつ頻繁にアンケートを実施することが

できる。うまく活用すれば、授業アンケートや毎回・単元ごとの授業の振り

返りに加えて、実施の難しい「形成的評価」も実現可能であろう。

　スピーキングやリスニングに関連したアクティビティについても、今回の

調査では高く支持されていることがわかった（表３）。オーラルコミュニケー

ション能力は、近年、学習指導要領（文部科学省、2017、2018）や CEFR（参

考文献）において強調されているが、従来の授業では指導が難しく授業内で

の活動は少なかった。しかし、GIGA によりタブレットの録音・録画機能

やオンライン機能を利用すれば、より一層「聞く・話す（発表・やりとり）」

を中心としたアクティビティを授業内で展開することができる。調査協力者

たちは、このような機能を活用した新しいアクティビティを通して、これか

ら取り組みが強化されるスキルの育成を期待しているようだ。

　以上のように、未来の教師たちは、GIGA に対して前向きな考えである

ことが明らかとなった。特に、伝統的な授業では実現の難しかったスピーキ

ングやリスニングを中心としたアクティビティをより意欲的に取り組みたい

と考えており、ここから彼らの GIGA スクール構想への期待値の高さがう

かがえた。GIGA はその賛否をめぐり議論が起きているが、未来の教師た

ちの間では、良い意味で学校英語教育に変化を与えると捉えられているのだ

ろう。

４．５　研究課題２への回答

研究課題（２）英語教師としての Belief と GIGA スクール構想にはどのよ

うな関連性があるのか。

　英語教師としての信念と GIGA により実現させたいアクティビティには
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いくつかの相関関係があった。とりわけ「英語学習におけるスピーキング」

と「録音機能を利用したアクティビティ」に強い相関関係が見受けられ（表

９）、スピーキングを重要視する人ほど、タブレットの録音機能を使って発

音確認をさせたいと思っていることがわかった。これは研究結果（１）で議

論したとおり、未来の教師たちが GIGA を通してスピーキングを中心とし

たオーラルコミュニケーション能力育成を期待している結果であると考えら

れる。実際、調査協力者は「教師としての信念」に関する項目においても、

英語学習でのスピーキング能力向上を高く注目していることが明らかとなり

（表５）、未来の教師たちがオーラルスキルをいかに重視しているかを再確

認することとなった。加えて、調査協力者が受講していた教職科目において、

音声中心のコミュニケーションやその指導法について詳しく学ぶ機会があっ

たことも結果に影響したと考えられる。一人一人がタブレットを所有するこ

とで、時間的にも教師の負担という観点からもないがしろにされてきた発音

方法を指導することが可能となり、生徒個人においても教師による指導後の

発音確認・修正を行うことができるようになるだろう。また、発音向上によ

り生徒の英語学習に対するモチベーション維持や英語を積極的に話そうとす

る意欲向上にも効果が見込める。未来の教師たちが、教職課程の授業を通し

てスピーキングの重要性を深く理解していたことが、このような研究結果に

つながったのだろう。

　また、教師を志望するか否かに関する設問（Ｑ29）の回答をもとに GIGA

で実現させたいアクティビティの相違を比較した結果、教師になりたいと強

く思っていない学生たち（16人）では、オンラインアンケート機能やポッド

キャストを利用したアクティビティが上位を占め、教師になろうと真剣に考

えている学生たち（13人）の間では、タブレットを活用した Show & Tell

やプレゼンテーションなどのアクティビティが上位群に位置していることが

わかった（表８）。

　教員志望度の低い学生たちが実現意欲を示したアクティビティの特徴とし
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ては、現在大学で導入されているものが多く、自身の英語学習で用いている

ものに近いという点が挙げられる。対して、教員志望度の高い参加者たちが

支持した Show & Tell やプレゼンテーションなどは、いわゆる「発表」を

中心としたアクティビティであり、アウトプットの機会が多い授業を彼らが

模索していることがうかがえる。教師になりたいと思っている学生ほど、生

徒がパフォーマンスする機会の多い授業、ひいては、生徒中心の授業を意識

していると捉えることができるのではないだろうか。また、教師を強く志望

する学生ほど、授業の在り方を自分なりにではあるが想定できており、それ

に対応したアクティビティを多く取り入れようとしているといえるだろう。

　最後に、質問紙の英語教師としての信念に関する結果に着目すると、未来

の教師たちの考える英語教育の在り方やその問題点を垣間見ることができた。

例えば、質問紙調査において、未来の教師たちは「異文化理解のための英語

学習」を重要視していた（表４）のだが、この姿勢には彼らの大学での学び

が影響したと考えられる。今回の調査協力者は全員、英語英文学科所属の学

生であり、アメリカ・イギリス文学や文化の授業が必修科目であった。つま

り、他国の歴史や文化を学ぶ機会が他学科の学生と比べて多い。それゆえ、

未来の教師たちは、異文化理解が英語学習において重要であると考えたのだ

ろう。同志社女子大学英語英文学科のカリキュラムの特徴が学生たちの異文

化理解に対する考え方に少なからず反映されていることがうかがえる。

　一方、「受験のための英語学習」に関しては、ほとんどの者が肯定的な姿

勢であるものの、全10項目の中ではそれほど重要度は高くなかった（表６）。

これは調査協力者がすでに受験を終えた大学生であったからかもしれないが、

同時に日本社会における受験の重要性が理解できていないことを示唆する結

果ともいえそうだ。彼らは英語教師として、将来受験で合格するための英語

を教える必要性に迫られる可能性があるにもかかわらず、受験英語に対して

消極的な姿勢であるのは少し疑問が残る。より生徒のニーズに応じた英語の

授業をおこなうためにも、彼ら自身の信念を見直さなければならない部分が
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あるかもしれない。

　研究結果により、英語教師の信念と GIGAで実現させたいアクティビティ

には一定程度の相関関係があった。そして、教師を強く志す者ほど、より現

場の状況を想定したアクティビティに対して高い実施意欲を抱いていること

が明らかとなった。GIGA スクール構想は、授業の幅を広げる可能性を秘

めており、英語教師にはこれから、さらに効果的でクリエイティブなアクティ

ビティを考え、実行していくことが必要であるはずだ。「人の存在に関わる

技術は簡単には社会に浸透しない」（石黒、2021、p.7）と言われる。「人の

存在」を授業と置きかえてみると、GIGA 利用の授業改善には今後も越え

ねばならぬ幾多の山がありそうで、実際に学校現場は GIGA をスムーズに

受け入れる状況にはないかもしれない。その意味でも、これから教師になる

若い世代こそが英語教育において GIGA を効果的に活用する担い手となる

のだろう。未来の教師たちには、英語教育の現状を深く知り、より良い教授

へと変えようとする姿勢がいっそう求められよう。

５．結論と研究の限界

５．１　結論

　今回、GIGAに対する未来の教師たちの見解やそれに基づくアクティビティ

の傾向、教師としての信念を調査し、次の４点が明らかになった。

１）GIGA の導入に伴い、様々な問題点が浮き彫りになりながらも、未来

の教師たちは GIGAが日本の英語教育にプラスに働くという考えをもっ

ており、GIGA は彼らの「希望」でもあるといえる。そして調査協力

者たちは15項目のどのアクティビティに対してもその実現に肯定的な様

子が受け取れる。

２）15項目の中でも未来の教師たちはこれまでの教育の在り方に変化をもた

らすようなアクティビティの導入に意欲的であるという傾向が明らかに

なった。リスニングやスピーキング活動に直結したアクティビティの支
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持からは、教職課程を履修している調査協力者たちが時代のニーズに敏

感であり、それに対応しようとする姿勢がうかがえる。また、GIGA

では従来行っていたことの効率化を図るという一面と、それまでになかっ

た新しい発想でもって質の高い教育を提供するという、より現実的かつ

将来性のある考えを兼ね備えていることがわかった。

３）未来の教師たちが抱く信念と GIGA にはいくつか注目に値する関係性

が見られた。特に、現時点で教師を目指している調査協力者たちは、数

あるアクティビティの中でも、生徒が授業の主体となり自身の英語能力

を発揮することのできるものを嗜好している傾向があった。その一方で、

教師を目指していない調査協力者たちは、彼らの生活や経験を反映させ

たアクティビティを嗜好している傾向が明らかとなった。

４）未来の教師たちの信念について、生徒のスピーキング力向上を重要視す

る傾向が見受けられたが、教師として受験に備えた英語を教えることを

重要とする信念は上位に位置しなかった。この結果について、受験は人

生における大きな決断のひとつであり、時に教師はその場面に立ちあわ

なければならないため、これから先未来の教師たちが生徒の進路に対し

て大きな役割を担うという責任を重く受け止めていくことを期待したい。

５．２　研究の限界

　本研究は Google Forms を利用したが、授業時間外での自主性にゆだね

られており、呼びかけた人数に対し回答率が低かった。また、2021年度から

教職科目を２年次からも履修することができるようになったが、「英語科教

科教育法Ｂ」受講の２・３年次生を区別して回答してもらうところまで及ば

なかった。２年生と教員採用試験を来年に控える３年生では特に Part Bの「教

師としての信念」では相違が生じることも十分に予想できる。４年次生も含

めた各学年での結果の比較を明らかにすることは、今後の課題である。質問

紙は全て６択の多肢選択方式にしたが、今後の研究では自由記述やインタビュー
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などの質的データも収集し、GIGA に対する肯定的・否定的意見をより詳

細に検討することが求められるだろう。

６．今後の方向性

　コロナウイルス感染症が流行してから早くも２年が経過したが、マスクと

消毒、オンライン形式での授業、皆が個々でパソコンやタブレットに向き合

う光景が日常と化している。ところが、その急速なシフトに戸惑い、奮闘し

ていたのは学習者である生徒・学生ではなく、むしろ教師の方だったといえ

る。教員同士で教え合い、対応していくその様子は度々ニュースで取り上げ

られていた。つまり、これからの社会を担っていく Z-世代と呼ばれる今日

の生徒・学生達、デジタルネイティブにとってパソコン、タブレット、イン

ターネットと教育は相反するものではない。

　これまで以上に GIGA が普及していく中で教員のネットスキルは必要不

可欠といえ、未来の教師たちには ICT 機器を使いこなせることが前提とさ

えなっていくだろう。加えて、GIGA によって浮き彫りになった様々な問

題をそのまま放置するのではなく可能な限り改善していく姿勢が教育に携わ

る人間には求められる。しかしながら、教員は生徒がリスクと隣り合わせに

なることを避けるべきなのだろうか。あまりにも守りに入ってしまうのでは

なく、生徒にインターネットやデバイスに触れる機会を提供することは今や

それ自体がひとつの教育といえ、GIGAを通して生徒は「ネットリテラシー」

（読売新聞、2021）を身につけることができるという発想に転換させるべき

だといえる。GIGA はこれまでの日本において典型的にみられた教員中心

の一方的な授業の在り方を改善する絶好の機会を提供する可能性をはらんで

いる。生徒たちが学びの主体は自分自身であることを自覚し、おのおのがイ

ンターネットやタブレットを用いて自分の可能性を発揮する、そのような教

育が実現できるのかもしれない。GIGA によって、学習者の英語能力の向

上はもちろん、これからの時代に対して柔軟に対応できる、デジタルと共に
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生き抜く力の獲得が期待できよう。教育は生徒の人生に大きく影響を与えう

るものであり、それは同時に GIGA でどんな学びを生徒に体験させられる

か教員の力量が試されることも意味しているのである。GIGA が名前だけ

で終わってしまわないことを願いつつ、今後どのように日本の教育が変貌し

ていくのかを見守っていきたい。
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Ｂ」受講の同志社女子大学英語英文学科２・３年次生23名と教職課程を履修している

若本ゼミ４年次生６名の計29名の学生諸姉に御礼申し上げます。

注

１ 教職課程を受講している学生の全てが卒業直後、教職に就くわけではないが、教

員採用試験の年齢制限は定年上限まで拡大する都道府県・政令指定都市が増加し、

教員免許更新制度の廃止が決定された現状では、生涯のどこかの段階で教壇に立

つ可能性は以前よりも増している。このような状況を鑑み、本論文では教職課程

受講生を「未来の教師」と総称することとする。また、この未来の教師には将来

教師になる学生という含意に加え「新しい教え方をする教師（若本他、2017）」

という意味も込めている。

２ https://www.ets.org/s/toeic/pdf/toeic-cefr-flyer.pdfによる。

３ 大阪府吹田市の中学校ではこの能力別小クラスへの生徒の配分をテストの成績で

はなく生徒の自己申告による自主性によって行っているとの報告がある（寺本、

2022）。


